
変化する人になろう: 音
楽産業における男女平
等

調査
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認識の差
音楽業界は、一般の人が業界関係者やアーティストに
対して想像する世界と、実際の彼らの経験や現実は明
らかに違います。アーティストと業界関係者の 60割弱
が、この業界におけるジェンダー差別は大きな問題で
あると考えています。 +28%の女性、+46%のノンバイ
ナリーがジェンダー差別を問題視する傾向があり、そ
れに比べ、男性で問題視している人は -32%と出てい
ます。

セクシャルハラスメントと虐待
音楽業界では、セクシャルハラスメントや虐待が驚くべ
き割合で発生しており、多くの場合、女性や第 3の性の
人がそのような目に遭っています。しかし、被害者のた
めに適切なリソースが提供されず、加害者に対する対
処が行われないままになっています。音楽業界の 34％
の女性、42％のトランスジェンダー、 43％のノンバイナ
リーの人が、音楽業界でセクハラや虐待を受けたと報
告しています。

アイデンティティとインターセクショナリティ
音楽業界におけるジェンダー差別は、他の軽んじられ
ているマイノリティに対する差別と合わさってさらに深
刻化しています。音楽業界では、女性や第 3の性別の
人を代表する人が少ない、また形式主義が、問題をよ
り複雑にしています。例えば、マイノリティの女性の中
で、人種、民族、部族、出身国などに基づいて採用が
決定された、と感じている人の割合は平均より 114％
高くなっています。

健康と幸福
音楽業界では、女性、ノンバイナリー、トランスジェン
ダーの人にとって、メンタルヘルスの問題は何よりも深
刻です。音楽業界に入ってから自分のメンタルヘルス
に悩んだと報告する割合は、平均より、女性（ 76％）、ト
ランスジェンダー（ 82％）、ノンバイナリー（ 89％）と高い
です。また、この業界では、障がいを持つ人への対応
やリソースの提供が不十分です。

適切な評価（賞賛、承認）と賞与
賃金格差は、音楽業界の女性や第 3の性別の専門家
やクリエイターに依然として影響を及ぼしており、活躍
を妨げる障壁となっています。音楽業界で働く人のお
よそ半数（53％）が、音楽業界では、シスジェンダーの
男性の給与が、他の人たちより高いということに同意し
ています。半数の女性が、自分たちの職業経験やキャ
リアが低く評価され、音楽業界における将来の収入を
左右していると報告しています。

指導者
音楽業界に権力のある立場にいる女性や第 3の性別
の専門家は少なく、またそれらの人が指導者になるに
は壁があります。私たちが話を聞いた人のうちの 58％
は、「誰もが音楽業界で成功する機会が平等にある」と
いう考えに同意していません。 ＋30％の女性、＋30％
の過小評価グループ、 ＋74％のトランスジェンダーが
昇進できなかったと報告する傾向にあります。

出世の機会
音楽業界の+42%の女性と+98%のトランスジェンダー
が、専門的なトレーニングや育成のための機会を得る
ことができないと回答する傾向にあります。業界関係
者やクリエイターの中で、音楽業界でのキャリアを推奨
する人は、わずか 41％（男女平等が改善するのであれ
ば、業界でのキャリアを推奨すると答えた人は追加で
22％）であることから、これらの人が音楽業界に進む
には壁があります。

概要

 1 ノンバイナリー：男性でも女性でもない性自認を持つ人（性別二元制に属さない）
2 シスジェンダー：性自認が出生時に割り当てられた性別と一致する人。

Please note: References to the industry average should consider only the individuals represented in this research.
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Calls to 
Action
音楽業界向け
現在の環境における男女平等に関する調査を実施す
ることで、業界の現状を評価しましょう。 変化する人に
なろう：音楽業界における男女平等のすべてを読むこ
ちらを参照。

幹部、取締役会、リーダーシップの男女構成を調べ、
多様な代表者が起用されるようにし、音楽業界全体に
も多様な代表者が行き渡るようにしましょう。

議論の場（ワークショップ、外部専門家とのオープンア
ワーなど）を設けたり、報復や「間違ったことを言ったの
ではないか」という結果を恐れることなしに学び合える
ような機会を設けることで、音楽業界における男女平
等についての対話を奨励しましょう。

音楽業界のすべてのレベルと部門にあらゆるジェン
ダーを代表する人を増やすことに取り組むことで、より
包括的な業界を作ることを誓いましょう。

ライブ・パフォーマンスには、女性や第 3の性別のクリ
エイターやプロデューサーをより起用するようにしま
しょう。プロデューサー、ソングライター、エンジニアに
より多様なクリエイターを裏方として起用することで男
女比の均等化を目指しましょう。

クリエイターが安心して録音、宣伝、演奏できるスペー
スを増やしましょう（録音スタジオの日中に利用できる
時間を増やす、ライブ会場に薬物禁止エリアを設け
る、女性や第3の性別の人のみが使用できるスタジオ
の開設など）。

今すぐ行動に移しましょう！ グローバルなKeychange 
Pledgeに署名し、音楽業界における男女平等に向け
た目標を作成しましょう。

人事／指導者
職務内容の賃金の透明性に取り組み、性別に関係な
く同一労働同一賃金を実現し、採用委員会に多様な人
材を採用することで、それが音楽業界全体に反映され
るようにしましょう

女性や第3の性別の人の業界関係者やクリエイターに
対して、昇進に向けての明確な道筋を示し、研修や
キャリア開発の機会に投資しましょう。

音楽業界すべての従業員に対して、セクシャルハラス
メント防止とジェンダー感受性のトレーニングを義務付
けましょう。  

音楽業界における差別の事例を安全に報告できるよう
にするために、  オンラインでも対面で報告する場合で
も報復が起こらない、または匿名で報告できる場を設
けましょう。

音楽業界のあらゆる環境（スタジオ内やツアーなど）に
障がい者のためのメンタルヘルスに関するリソースを
提供したり  、便宜を図ったり、外部リソース（ Safe 
Tourなど）を活用しましょう。緊急の支援が必要な場合
は、「国際自殺予防協会」をご覧ください。ヘルプライン
の直通およびTrans Lifeline (米国およびカナダの
み）。

今すぐ行動に移しましょう！  女性や第3の性別の人の
クリエイターや業界関係者を紹介する専門のマーケッ
トプレイスをご覧ください  (Gritty in Pink INPINK 
Marketplace, Sound Girls, She is the Music, 
Amplify Her Voice)

https://www.tunecore.com/what-is-tunecore#be-the-change
https://www.tunecore.com/what-is-tunecore#be-the-change
https://www.tunecore.com/what-is-tunecore#be-the-change
https://www.keychange.eu/what-can-i-do/as-a-music-organisation-representative
https://www.keychange.eu/what-can-i-do/as-a-music-organisation-representative
https://www.safetour.org/
https://www.safetour.org/
https://www.iasp.info/crisis-centres-helplines/
https://findahelpline.com/i/iasp
https://findahelpline.com/i/iasp
https://translifeline.org/
https://inpink.com/
https://inpink.com/
https://soundgirls.org/profiles/
https://sheisthemusic.org/profiles/
https://www.amplifyhervoice.org/
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Calls to 
Action

男性向け
何から始めたらいいかわからない場合は、  ご勤務先
の女性や第3の性の人に、何をサポートできるか聞い
てみてください。

業界関係者やクリエイターを支援し、擁護し、闘うため
に、声を上げ、具体的な行動を起こしましょう。

女性や第3の性のクリエイターや業界関係者を採用
し、多様性のあるチームと視点を育みましょう。

従来の音楽業界における差別的慣習に起因する女性
や第3の性の人が直面している現実について知識を深
めましょう。

ご自身の特権的な立場を利用し、女性や第 3の性の人
のキャリアを支援し、業界内のすべての性別に権力を
再分配しましょう。

今すぐ行動に移しましょう！ 音楽業界における女性や
第3の性の人たちに対する性差別（対面であるかネット
上であるかを問わず）に対して声を上げましょう。

女性と第3の性の人向け
音楽業界における安全上の懸念や不平等について発
言しましょう。個人的に経験したこと、または目撃した
男女差別の事例を報告しましょう。

音楽業界の次世代リーダーの育成を支援するため
に、指導者は、女性または第 3の性の人にメンターシッ
プを提供しましょう。

今すぐ行動に移しましょう！ 音楽業界のネットワークを
構築したり、以下のネットワークに参加しましょう  
(Women in Music、SheSaidSo、Color of Music 
Collective、Queer Capita、など）。また、キャリア育
成のリソースやネットワークを活用しましょう。

クリエーター向け
男女平等への取り組みを表明している組織、代理店、
経営陣を診療に選ぶようにしましょう（例
：Reeperbahn Festivalは、男女平等の取り組みを評
価するKeychange Pledge（キーチェンジの誓いの
意） を取り入れています）。

従来、男性が支配的であった役職（プロデューサー、
サウンドエンジニア、ロードクルーなど）に、女性や第 3
の性の人を採用しましょう。 #BookMoreWomen  や
Diversify The Stage  などの団体は、包括的な採用
を行う模範となっています。

ライブハウスでの発言力を活かし、女性や第 3の性の
人たちと  「ステージを共有」し、すべてのジェンダーの
クリエイターに機会を提供し、提唱しましょう。

女性や第3の性の人のファンが安全にライブを楽しめ
るスペースを設けましょう（例：パンクロック歌手のキャ
スリーン・ハンナが提唱する「 Girls to the Front」など）

女性または第3の性の人がライブで安全に過ごせる環
境作りに取り組む団体と仕事をするようにしましょう（例
：Calling All Crows (#HereForTheMusic)、UN 
Women UKのSafe Spaces Now）。

音楽業界のクリエイターが利用できるサービス（例
：Music Minds Matter、Backlineなど）を利用し、自
分の健康と幸福に投資しましょう。

今すぐ行動に移しましょう！  出演者やスタッフの多様
性を求めるインクルージョン特約の採用を検討しましょ
う。

https://www.womeninmusic.org/
https://www.shesaid.so/
https://www.colorofmusiccollective.com/
https://www.colorofmusiccollective.com/
https://www.queercapita.com/
https://www.reeperbahnfestival.com/en/frontpage
https://www.keychange.eu/what-can-i-do/as-a-music-organisation-representative
https://www.bookmorewomen.com/
https://www.diversifythestage.org/
https://www.callingallcrows.org/
https://www.callingallcrows.org/hftm
https://www.unwomenuk.org/safe-spaces-in-music
https://www.musicmindsmatter.org.uk/
https://backline.care/

